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’はじめ 五’
文章論で取り扱われる二格の用法は瞥通次の紅つである。
（1）主語的二格の用法'）
sieundihresGelichterswfirdenseltenersein(zit．n．R102)
（2）付加諮的二格の用法
desSchilfesroteFahnenriihrtderWind(G・HeymgWestwarts)
（3）述語的二格の用法
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meineMutterwareineseinfachen,'ndnUchternenGemiites
(Keller:DergriineHeinrich)
（4）目的藤的二格の用法'）
a)Dabesahensiees・UndnahmenderFriichtedesLandesmit
sich.(DasfiinfteBuchMose)
b)denktdesUnSChlagbaren,denktdesGewaltigep!(Brecht:Das
Verh6rdesLukullus)
c)weiter..．..istnichtsgeschehen,wasdesSendenswilrdig
wire(Frisch:BiedermannundBrandstifter)
(5)MW!1的二格の用法：
dazumuBichindieTiefesteigen:wiedudeS_AbendStust
(NietZsche:Zarathustra)
この内，用法（2）（3）は，いずれも二格の形容‘河的用法(Adjektivischer
Gebrauch)と言える2)ものであり，前者(2)は，名詞に直接付加すること
のできない一格・三格・四格から二格を区別する股大の特性として，新商ドイ
ツ語における二格の主要機能となっているが，日本譜の意味形態と類似してい
るため，また後考（3）は，付・加落的二格が繋詞(KOpula)と共に述語(Pri-
dikat)を柵成した場合にすぎない3)ため，その愈味内容を把握することは，
それほど困難ではない。
これに反し，用法（4）（5）の則る根本概念(Grundbegriff)を見いだす
ことは容易ではない。たとえば》gedenken《は二緒支配の自動詞であるが，そ
れが他動詞の場合と棚異するいかなる意菱に基づいて二格を支配するのかを問
われるとき，それを説明することは難しい。この問題に関して多くの文法書
は，様々な二格支配の動詞・形容詞，あるいは副凋的二格の懲味形態を比校検
討することによって分類し，そこから婦納される悲干の共通点を指摘するに止
まり，これらの用法に関する統一原則を見いだすことの困難さを強調して4)，
根本概念について述べるところは極めて少いのであるが，小猫はそれらの所説
にできるかぎり依拠しつつ，主として新商ドイツ譜における用法（4）（5）を
解明し，その理解に努めたいと思うものである。
なお，用法（1）は，部分的二格(PartitiverGenitiv)が主語として用
いられた場合であり，用法（4）に関して触れる部分的目的語(Partitives
Objekt)の問題と州するところは同じであるから，小論では特にこれに言及
することは避けたいと思う。
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’
A助詞に伴う二格
§1概説
(a)印欧祖語時代から既に相当広範に見られた二格支配の勤制の数は，ゴ
ート語時代から高地ドイツ語時代へと時代が推移するにつれて次第に埴大して
いくが，中高ドイツ語時代を堺に減少の一途を辿り，今日では，二格が動詞に
伴う用法は大部分，前慨詞格や四絡による淡現に代わられ，もはや生きた用法
(LebendigerGebrauch)ではなく，往時の磯津にすぎなくなっている5》。
二格は元来,>genitus<(←gignere=erzeugen)に関するものではなく，
>genus《に関するものであり,>casusgeneralis《すなわち被規定詞の種届
(Gattung)や所属領域を表わす格であったと言われる(E119)ように,>Wo･
her-Kasus《》Bereich-Kasus《として，所有・所属・起源・材料・状態・
性質などを表わすことは，その名‘A1付加語的用法からもlﾘjらかである。
(1)dasEigentumdesDOrfeS
(2)dieHeldenderVergangenheit
(3)derAufsatzdesSchriftstellers
(4)derRingechtenGoldes
(5)dieSeelederFreude
(6)derRomanderHumorlosigkeit
.上例の下線部がdasDorf,dieVergangenheit,derSchriftstellerpechtes
Gold,dieFreude,dieHumorlosigkeitのように一格であればいずれも，
先置された一格概念dasEigentum,dieHelden,derAufsatz,derRing,
dieSeele,derRomanが包摂され帰属するより広い秘属・範囲・領域・範
聴そのものを表わすが，それらが二格に変化することにより，これに規定され
る一格概念が，その上位概念に所属すること，その一部であることが示され
る6)。そして被規定渕一格が挙げられることによって，全体に所属する部分は
部分なりに明確な輪郭をとっているのである。
(b)二格のこの特性から，誰文典7》が，動詞の目的贈として用いられる二
格の根本概念に関し要約次のように述べていることも理解されよう。
四格支配の動詞が表わす行為・行動は，目的語を全面的・網羅的・決定的に
支配するのに反し，二格支配の動詞のそれは，目的語の全体に及ばず，その
部分に関わるにすぎない。すなわち，この砿の二格は，「限局された四格」
(VerengterAkkusativ)と見なすことができ，この和の動詞による目的譜
40
の客体化は四格に比べて倣少である。(GeringereObjektivierungdes
Gegenstandes)
(1)ichhabederneuenPsalmeqgesungen
(2)ichhabeyondenneuenPsalmengesungen
(3)ichhabegehnderneuenPsalmengesungen
(4)ichhabellieneuenPsalmengesungen
たとえば，上例文（4）の下線部四格は，普通新しい讃美歌全体を意味し，例
文（3）の下線部は，欲われた讃災歌が，全体の中の十曲であることを直蔵に
表現する。しかし例文（1）の下線部は,Genitiv,Woher-Kasusであるか
ら，歌われたのは新讃美歌全体ではなく，その全体の中から選ばれて歌われた
こと，全体に所属し，包括される不定数etwasderneuenPsalmenが歌わ
れたことを示している。このことは，例文（2）が例文（1）と同義で用いら
れることからも理解される8)。従って例文（1）におけるderneuenPsal-
menそのものの表わす数は，例文(4)におけるdieneuenPsalmenの表
わす数よりも小である。
(c)wennihn(denmann)jahermuthemp6rt,
ernichtmehrdesfreundesh6rt(Stolberg)
この文に見られるような二桁支配の動詞》h6ren《の用法について,Brug-
mann(588-589)は，印欺語では本来harenを愈味する謡の目的語として，言
莱や音響を発する人や物は二格に立ち，言葉や音響など聴手が聴きとる内容そ
のものは四格に立ったが，この二格は，聴きとられるものが，流説する人，ざ
わめく小川など発響体(dasSchallende)そのものではなく，その一・部(et-
wasvonihm),それに所属するもの，それに発するものであることを暗示す
ると，部分的二格から説明しているが，ここには既に，後述の「目的の二格」
(GenitivdesZieles)の意味があると言えよう。すなわち上例文において，
彼(er)が耳にするのは，友人に出ずるもの，友人の発するもの(deSfreun･
des),すなわち具体的には言葉や命令などであろうが，これを明瞭直披にrl"
wort(od.dasgebot)desfreundesと四格目的語で表現せず,desfreun-
desという二格形で,daswort(od.dasgebot)よりも広範囲の上位概念の
みを示すことによって，聴手が個別的な言葉・命令だけを意識して聴きとると
言うよりは，》友人の話すことを聴く《，ないしは》友人の方へと耳を傾ける《
ことが示され，力点はむしろ友人全体におかれている。従ってBehaghel
(564）の詩うように,h6renの意味は，
|菫
I
'一
mitGen. mitAkk.
’’ hinh6ren Vernehmen
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となり，この場合の二格目的語は，「目的の二格」に編入することができるだ
ろう。そして二格形desfreundesの意味領域は，補足して考えられる四格
形daswortやdasgebotのそれよりも大きいことは言うまでもない。
(d)二格支配の動詞における動詞概念の名詞概念に対する関係は,Gerin-
gereObjektivierungと言えることは先に述べたが，このメルクマー ルが
「部分的二格」すなわち限局された四格と「目的の二格」すなわち拡大された
四格(ErweiterterAkkusativ)との分岐点となる。GeringereObjekti-
vierungという特性は,Dal(23)､Wilmanns(540)のように，「動詞の
麦わす行為に対する二格目的語の弛緩した従属関係」と換言できるが，これが
二格の部分概念を転化し，所働範囲は漠然としているが，具体的・個別的で明
砿な輪郭の四格目的語を包摂する「拡大された四格」とも言うべき二格概念を
生ぜしめるのである。Jung(55)も言うように，「二格は範囲(Bereich)を
示す格と見なされる」が，「これは特別広範で，はっきり定めることのできな
いこともある範域(Gebietsumfang)なのである9)｡」それゆえ簡潔に域格
(Bereichsfall)(Jungl25)と呼びうる二格は，動詞の目的語となる墹合，名
詞概念の範囲・領域に所属し，由来すること，名洞概念の一部であることを示
すばかりではなく，名詞概念の範囲・領域そのものを漠然と示すこともあるこ
とに注意しなければならない。このことはWilmanns(540)の挙げている次
のようなゴート語の例によっても明らかである。
greipan
▲●
wopjan
’ mitAkk.
einen(od.et.)ergreifen,
indieHandnehmEn
einenherbeirufen･nennen
’ mitGen.
nacheinem(od･et,)greifen,
einenzuergreifensuchen
einemzurufen
>ichtrinkedesWeins《のように部分的二格が動詞の目的語となっている
場合，名詞概念が全体の中の一部分であるにせよ，直接に動詞概念の働きを受
けるのに反し,>ichgedenkemeinerMutter《のような目的志向の二格が
助詞の目的語となっている場合，動詞概念は名詞概念に接触することなく，た
だ，それに対する籾神的志向・心理的願瓠・心理的動揺などを表わすにすぎな
いという相違がある。このことは，動詞の表わす活動が，外的対象である目的
語に移行せず，主語の内部にとどまっていると言い換えることもできるであろ
う。
§2目的の二格
二格支配の動詞の場合，動詞と目的語の関係は弛緩しており，動詞による名
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‘湖の客体化は憧少であると特色づけられたように，二桁目的語は四格目的語よ
りも勤捌概念に対して自立的に対逝し，動Im1概念の目的.藩への働きは一方的で
あって，目標に到逮して完全にそれを獲得・支配し，直接ある結果を生み出す
ような作用を及ぼすのではなく，目的語の周辺・範囲・領域・世界を洩然と志
向するにすぎない。たとえば,>t6ten《》werfen《のような他動ﾙﾘの表わす
行為・動作によって，被害者は死に，ポールは飛ぶという結果が生じるのに反
し,>warten《》gedenken《》begehren《のような二格支配の動‘河の表わ
す働きは主調の内部に止まり，待たれ，想起され，望まれる人や物は，直接そ
の働きを感じることはなく，従ってまた直ちに反応を示すこともないはずであ
る。すなわちwarten,gedenken,begehrenなどは，ある対象・目標への精
神的・心即的関与，志向，接近を示すにすぎないので，その目的語は「目的の
二格」(GenitivdesZieles),「目的志側の二格」(GenitivderZielstrebig-
keit)と呼ばれるのであってBereiCh-KasUSとしての二格の特質を窺わせる
ものであり，．「二帖は，行為を，言わば試みられ開始されたものとして示すだ
けで，完結したものとして示すものではない」という二格目的滞についての
Grimmの定義(zit.n.Dll87)の妥当性を知ることができるのである。
BeispieleIO):
(1)manharrt｢desSchr旦哩(G.Heym:Robespierre)
(2)wirwartctendeineranjedenMorgen(Nietzsche:Zarathustra)
(3)wederdeS_ESSenSbc座chrensie,…．nochspiiterhin,dadieNacht
Sinkt,deSLagerS(H.KIeiSt:DieheiligeCiCilie)
(4)wiebeiallemundnachallemichDeinverlange(Goethe:Briefan
Fr.Stein)
(5)nachdemtollenWagestiickmitdenXenienmUssenwirunsbloB
grOl3erundwiirdigerKunstwerkgbefleil3igcn(Goethe:BriefanSchiller)
(6)wirk6nnenunsnimmermehrverhehlen,meSsenwirungzuge詩且r・
tigenhaben(Heine:Gestandnisse)
(7)BrauchtesdannnochgEpBerDinge,./Dichzupreisen,Friihlings･
tag？（Uhland：LobdesFriihlings）
(8)gebrauchederVernunft,vertraudenSchmerzderZeit(J､G.Gun.
ther:OdeanseinLenchen)
(9)alsoberaichnurungernseinerStimmebedicnte(Rilke:Derfrem.
deMann)
(10)kaumhagtduihreracht(H.Hesse:EIisabeth)
(11)drinnen.......sallderGestrengeselbst.．．．．．.nichtachtend
desheiterenGlanZgS(Storm:Waldwinkel)
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(12)iChdenkederDichtkunst(SpiUeler:VerkehrteWelt!)
(13)auchichglaubeandieEwigkeitmeinesGefUhis,ichglaubeder
sch6nenAhnunginmeinerBrust(T・K6rner:DieReisenach
SChandaU)
(14)HeinrichlagunruhigaufseinemLagerundgedachtedesFremden
(Novalis:Ofterdingen)
(15)dannerinnereichmichnochmeinerTodesangst(Luisev.Eichen-
do㎡f:BriefanHermannv・Eichendorff)
(16)doch唖｡ILrDingewerd'ichinne(Uhland:Wunder)
(17)entsin加cdichdeinerSchwachen(Brecht:DasVerh6rdeSLukullus)
(18)dasSchwertgewahretSeinerPflichtsogleich(Goethe:Faust)
(19)nelumetwalurderLilie皿aufdemFeide(EvangeliumdesLukas)
(20)diebeidenManner,derenicherwahnenmuB(MuSil:DieAmsel)
(21)nunkonntesiezwarindemkrampfhaftenZustande,dersichihrer
bemgchtigthatte,selbstdannnochnichteinGliederheben
(A、v.Arnim:Isabella)
(22)eineschrecklicheWutbemeistcrtesichSeiner(Tieck:Eckbert)
(23)niChteinmaleinesGrul贈呈haterihngcwUrdigt(Lessing:Galotti)
(24)versicherteuchger_SpanieIL_UndWelSche皿(Schiller:Wallenstein)
(25)sopflcgte/SieeinStdesgottgeliebten,/QesSeherS
(H61derlin:Patmos)
(")mai3igetEuchund8chonetdesHOnigS(Goethe:ReinekeFuchs)
(27)ohnesichqeslieben,hilfloSeILGeschii嘩旦a加"'n'1chme加
(Hauptmann:Thiel)
(28)ich...．.konntedortkeinenMeisterfinden,dersichmeiner
Heilungunterwindendurfte(Schwab:DerarmeHeinrich)
(")nunhatunserlieberPiletseinesAmteszuwalten
(Diirrenmatt:DiePanne)
「目的の二格｣を更に細分して,(a)「目的志向の二格｣(Gen.desZielens),
(b)「肉体的・淵神的関与の二格」(Gen.derk6rperlichenodergeistigen
Teilnahme),(c)「監視・希護の二格」(Gen.derBewachungundSorg-
falt)とし，上掲の例文(1)-(6)を(a)に,(7)-(24)を(b)に，
(25)－(29）を(c)に分額することもできよう。
§3欠如の二格
動詞》mangeln《や》vergessen《は，いかなる意味によって二格を支配
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するのだろうか'1)。先述の「目的の二格」は，名詞慨念は動詞概念によって完
全には支配されないというPartitivないしBereich-Kasusとしての二格の
本衝から，到述されるかどうかは別として，志向され，接近される目標を表
わすものであった。ここで問題となる「欠如の二格」「欠如・離隔の二格」
(GenitivdesVerfehlensoderderAbsonderung)は,Wunderlich(181)の
尚･うとおり，「目的の二格」の意味と相通ずるのであって12),志向され，接近
されても，動詞概念による名,l,i概念の支配が不完全であれば，当然目標には不
f'l述であり，従って目標から(Woher-Kasus!)離隔し，対象を欠如するわけ
であり，対象を完全に支妃する他動詞と異なり，この轍の動詞は，離隔・欠如
している状態(ZustandeinerTrennung)と共に，離隔し分離する過程
(VorgangeinerTrennung),分離する動作・行為(TrennendeTitigkeit)
を麦わすものも含めて，二格を要求するものと考えられる'3)'4)｡Sommerの
「二格目的活は，動詞の表わす獅象が及ぶ領域，あるいはそれが出て来る領域
を没わす」という定義(zit.n.J56)の後､ドは，域格としての二格が，離隔・
欠如の二格としても用いられる性格を持っていることを示す簡潔で要を得た定
餐と言えるが，ここで付笥しておくならば，同織に二格を域格として把握し，
この格の中心的イデーを，たとえばdnaistmeinesAmtes=thatisin
thesphereofmydutyのように,>inasphere《と見るCurme(507)
は，彼のいわゆる》thegen.ofthegoalorsphere《を説明して，二格
は，目的語の岡内における働き，すなわち目的語の圏内または目的濡に関して
の(withinthesphereoforwithregardtotheobject)喪失・要求・願
瓠・忘却を表わし，また二格は欠如を表わす動詞によって，欠如が起る範囲を
示すと述べて，
esbedarfderVerbesserung
==thereisneed,alackinthesphereof,inthematterof
improvement
とし(508),Wilmanns(551)は，四格と並存する第二の目的語として二格が
立つ多くの甥合，その二格はloseresAbll5ngigkeitsverh51tnisの表現と解
され，たとえば
eineneinesVerbrechensanklagen
==einenmitBezugaufeinVerbrechenanklagen
であると述べている。彼らの見解は，二格の一・般的特性を》Bereich《または
>Betreff《であるとするRegula(Rk80)のそれと共に，動詞に支配される二
格の解明に極めて好都合な吹脚点を与えるものである。Brugmann(576)は，
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二格支配の勤凋に伴う二格の内に，特にいわゆる》GenitivdesSachbe-
treffs《を考え，ある処理をし，規定をし，判断を下し，取引をする等々の際
に顧服されるものは，その行為が関わる範囲と思われるから,>inbetreff,
beziiglich,wegen,um,iiber《などをもって訳することができると述べてい
るが，この》GenitivdesSachbetreffs《というある種の二格についての解
釈は，「目的の二格」「欠如の二格」後述の「原因の二格」「形群詞に伴う二格」
の究明にも適用することができるものである。
Beiapiele:
（1）wozube“rfesdesL6wenimGeiste？（Nietzsche：Zarathustra）
(2)keinAst,der_SeinerFruChtentbellrte!(C.F.Meyer:Fiille)
(3)daBsiederblutgenaltenOpferma加麿elt(Goethe:Iphigenie)
(4)nichtweilsiedesphilosophischenUnterScheidungsverm6genScr･
mangelthatten(Korff:GeistderGoethezeit,B.3)
(5)eswilrdesieschmerzen,deinesAnblickssozuverfehlen
(Lessing:Galotti)
(6)derBaumeisterundderPriorsai3en,derZeilvergc88en
(A.v.Arnim:Berthold)
(7)dieserhattealleriibrigenAnspriichezucntsagen
(Goethe:BriefanScholly)
(8)bis…….derTOdseinesVaters....ihna11erbescheidenenBehag-
lichkeitberaubt(Wiechert:Todeskandidat)
(9)WerauGermirentbandeuchallerSchranken,/Philisterhaftein･
klemmenderGedanken？（Goethe：Faust）
(10)Tischbein…..konntesichd堅一Lachengnichtenthalten
(Goethe:Italienreise)
(11)erwargliicklichiiberdenEinfall,weilerihnderNotwendigkfif
enthob,gleichnachHausezugehen(B611:SowardAbendundMOr･
gen)
(12)auchdesAufgebotSzumKriege……suchtergichgegenUberneh･
mungandererPflichtenzuentladen(Herder:IdeenzurPhilosophie
derGeschichtederMenschheit)
(13)ichcrlasseSiederen(Lessing:Galotti)
(14)er....konntesicheinesSChauers,derihmiiberdieHautging,
nichterwehrcn(Hauff:DaskalteHerz)
(15)eshieBegichder_eigenen_VerantwortUngzuentzichen
(ScalaNr､5/1"7)
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§4原因の二桔
二橘はWoher-Kasusとして，付加語的用法においては》fiznsHaus
meinesOnkels《》dieStadtedesLandes《のように，所有・所属を表わ
し，また》FeindesGeschenke《》derFluchderb6senTat《のように，
起源・誘因を示す。
この場合と同様,Woher-Kasusとしての特性から，動詞の目的謡として
用いられる二桁が，理由・原因・動機などを表わすことがあるのも理解され
る。この種の二格は，普通「原因の二格」(GenitivderUrsache)と呼ばれ
るもので，たとえば》nunmuBichDurstssterben《における二格は，
｢渇きから」「渇きのため」の意であり,>derlichtenTagefreuedich
allein!《は，「『明るい日々ゆえに」蛸しい思いをせよ」の意と解される。し
かしSich-freuenというGemiitsbewegungが,dielichtenTageに触発
されて生起するという見方とは逆の方向から見れば,derlichtenTageは
sich-freuenの対象であるから，欠如・離隔の二格の末尾で指摘したように，
二格をBereich-Kasusと見る立場に拠って,>GenitivdesSachbetreffs<
と見なすことができよう。それゆえ，上例文は，「「明るいn々について，明る
い日々 のことを」鱸しいと思え」と解される。》derRichterbeschuldigte
denAngeklagtendesDiebstahIs《における二格も，「せつ盗ゆえに，せつ
盗のかどで」または「せつ盗に関して，せつ盗について」と解されよう。
Beispiele:
(1)nunlebtezwarFIorigundederHoffnung,daBerendlichseine
gr"licheDrachengestaltverlierenwiirde(Schwab:DerarmeHein･
rich)
(2)fanfundzwanzingMillionensindes,dieJahrfiirJahrIIUngerS
8terben(Scala:Nr.5/1967)
(3)siesind/ZuHause,wodieBlumesichfreuet/UnschadlicherGlut
(H61derlin:DerRhein)
(4)Hierwollenwir..../DesSCh6nenDaseinsu別gVereinterfreun
一一一一一一一＝－
(Grillparzer:Sappho)
(5)DaerschuferMorgenr6te,/DieerbarmtesichderQUal(Goethes
Diwan)
(6)weilichwissenwollte,wermeineKiiniginwar,ummichganz
leisevormirihrerriihmenzuk6nnen(Eulenberg:DasGeheimnis
einerFrau)
(7)ichgchimemichmeinerTriinen(Diirrenmatt:DiePanne)
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???????
sielachteS&inesArgwohns(A.v.Arnim:Isabella)
dUs"ttestmeinerKlagen(JSC.Giinther:AndieUntreueLeonore)
▼erdnchtigtdesMordes(l.Bachmann:DerguteGottvonManhattan)
B形容詞に伴う二格
（皿）二格支配の形容湖は，述語的用法に壌も多く見られるが，付・加語的用
法や刷洞的用法にも見られるもので，数に限度があったとはさえ，既に岐古ケ
ルマン語時代から見られ，古代ケルマン‘棗時代以降著しく珊大していくが，新
高ドイツ語時代に至って次第に減少し，前置詞格や四格を文肥するようになっ
たものが多い。(D35)
(b)二格支配の形容詞には,>schuldig<(←sChuld←Schuld)のよう
に，由来を名綱に持ち，まだ純粋な名詞であった時代から既に，主として
>GenitivdesSachbetreffs《を伴ったものと,>voll<(←fiillen),>ge-
standig((←gestehen)のように，意味の近似する二格支配動詞の影響を受
けて，同じく二格を支配するものの二煎類に区別されるが(B607,Bh542),
二格支配のすべての形容湖を，赦然とこの二諏顛に分類することは不可能であ
る。それゆえ，たとえばWunderlich(188)が》Wert《を，二格支配の動
詞に関係を持つ形容詞に編入して「目的への接近」を表わすものと見るのに対
し,Behaghel(550)は,>wert《や，それと伺溌の》wiirdig《を，ゴー ト
語の名詞》skula((=Schuid)に結合させているように，学者の見解によっ
ても分顛は区々 となるのである。Blatzが，》InwelcherHinsicht？《や》
InwelcherBeziehung？《に答えて形容詞の表わす性質が妥当する範囲を
示す二格(Limitationsgenitiv)の古い用例を承げている箇所(407,408)で
は，上記両種顛の形容詞が一括して準げられている。その内の若干を以下に引
用してみよう。
(1)WirsinjjlwerhelfevilbillichenvrO.
(2)StriteSgatmachen.
(3)ErwasvalschesI狸re．
(4)Ichbinwolinneworden,dazirratesdiirfticsit.
(5)Gotgeschuofdiemenschendarlimbe,dazsiSinergotlicheneren
teilhafticwurden.
(6)S6sintdiemuoteskrankengitesundhazzesvol.
(7)Q"biStudinemherrennihtschuldicnochgebunden.
(8)Ichwilmichaneineng6tVerlan,"rhimeleunderdengwaltec
ist.
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（9）
(10）
(1）
DazvingerlindunctdichnihteSw6rt.
Ichwan,sieindiislijbensbarunderunszweinwalenmachen.
Ichiuwersnamenunwige(unkundig)bin.
(c)いずれにしても，形零ﾙﾘに支配される二格の根本概念は，動詞に伴う
二絡のそれと大体同じと見ることができるから，前者の把握は後者のそれに平
行すると言えるだろう。
以下，形容詞に伴う二格の実例を挙げるが，分類は，動詞に伴う二格の場合
と一致するように配廠した。しかし，この分類はあくまでも便宜的なものであ
り，観点を変えることによって異なった分類も可能であることは言うまでもな
い。従ってたとえば,95GenitivdesSachbetreffs中の,mude,satt,
iiberflUssig;wert,wiirdig,schuldigに伴う二格は,Gen.derUrsache
と見ることもできるし,miide,satt,iiberdriissigに伴う二格は,Gen.des
Zielesのネガティー フな場合という見方も許されよう。また,teilhaftigは
Gen.dergeistigenTeilnahmeを支配すると見ることもできる。
§1GenitivdesZieles:
(1)wirstanden,keinesi)berfallsgewartig,beiNeustadtschwach
verschanztinunsermLager(Schiller:Wallenstein)
(2)DennzwarreiztesdenMann,zusehndiedrlingendeMenge/Sei･
netwegenversammelt,gierigdesSchauenS(Goethe:Achilleis)
§2GenitivdergeistigenTeilnahme:
(1)esistunbeschreiblich,welcheSehnSuchtichempfand,nureines
Menschenansichtigzuwerden(Tieck:Eckbert)
(2)Undwillstdunocheinmal,oJugendlicher,/Unei加酔denkver･
SChuldeterGefahren，／DieZiigesehn，diedirso的dlichwaren？
(Platen:Warnung)
(3)esistseinerSachesogewi8,dallwirbeideunsbehagenmiisSen
(K6rner:DieReisenachSchandau)
(4)sie,derMeeresereignisseku加digcralswir,machtendemSchiffs･
herrnundseinemSteuermannebittereVorwiirfe(Goethe:Italienreise)
(5)Dabrichtd竪一工璽U皿堅n"hbcwunt/EinSChluchzenmiraus
weherBrust(Hesse:NachtimOdenwald)
§3GenitivdesVermhlens:
(1)someineich,．…．dal3ichdesTeULlSmitmeinemVerstande
binlosundlediggeworden(A.v.Arnim:MartinMartir)
(2)erhattesichfreiwilligeingereihtindasmeineidigeundverlorene
Geschlecht,dasbarjederBindungiiberdieSteinfliesendes
Nichtsdahintorkelt(Broch:Vergil)
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(3)diesenunleugbarhiichstmangelhaftenundderVerbesserungbc･
diirftigenZustandensolltenuneinfUralleMaleinEndegemacht
･･･……werden(Hebbel:Kindheit)
(4)leeranEmpfindungundGeist,leerdesalimiichtigen_Trium･
phierendenG6tterblicks(Kleist,zit．n.P"1)
(5)ohnedaBsiegeradeeinerbewegtgnakademischenZirkulatiQnn6tig
hiitten(Goethe:BriefanSChiller)
(6)allesZweifeIsIedig,reinvonSchuld,lageichinmeinerstillen
Gruft!(SChiller:MariaStuart)
(7)sindwirdochkaumdesVerminftelnSinderReligionlo8(Ei-
chendoff:Simt･Werke,herausgegebenvonKoschu.SauerBd.3;
S.348)
§4GenitivderUrSaChe:
(1)OduKindermund,/UnbewuBterWeisheitrroh,/VogelSprache･
kund,/WieSalome!
(2)odeseifersUchtig"
(Riickert:AusderJugendzeit)
Kiinstlers!(Lessing:Galotti)
odesverfluchtenGeschlechts(Trakl:TraumundUmnachtung)
o,derNachtlichen;o,d亜_y望迦哩h聾旦（〃）
(3)wehdergebeugtenErscheinungderFrauen(")
weh,derunSiiglichenSchuld,diejeneskundtut(")
weh,desAbendsamFenster(")15》
§5GenitivdesSachbetreffs:16)
(1)wieeineInselvollmllnderbarerSonnenundFarbenhobsichetwas
inihmausdemMeeregrauerEmpfindungenheraus(Musil.T6rless)
(2)WennsiedergrUnenTagegatt/DenWegzuriickgefundenhat,
/Sollsieerstklopfenmiissen(Hesse:Meinefr6hlicheLiebe)
(3)DerMenschenstimmeiiberdriissig,/SprichtsichdasSchweigen
lieberso(W.Lehmann:NachderzweitenSintflut)
(4)MiiddasAugeschon,zuschauen,/UnddieLippemiiddesWortes
(Grillparzer:Reiselust)
(5)dasBesteundH6chSte,deSSendieMenSchheittcilhaftigwerden
kann,erringtsiedurcheinenFrevel(Nietzsche:GeburtderTrag6･
die)
(6)ach,eshandeltsichdarum,desWissenSundgesVergessenghab･
hartzuwerden,durchdasunserLebenhindurch1auft(BrOCh:
Versucher)
(7)dochwiirdeerlebenundebendurChseinLebenbeweisen,wie
wiirdigerihrersei(Klinger:GeschichteeinesTeutschen)
(8)duzeigst,oHerr,dichdeinesVaterSwert(Kleist:R.Guiskard)
印(9)undnochistvonmirnichtsgeschehen,dasdgr_RedewUrdigware
(Tieck:Sternbald)
(10)sollerdesBlutsnichtschuldigsein(DasvierteBuchMose)
なお，今日では四格が普通用いられる鼠規定詞(MaBbestimmung)とし
て，二格が用いられることがある。「ある延長・重量・容輪｣などは｢ある部分」
であるからと考えることもできるが,Bereich-Kasusとしての二格の特性か
ら，たとえば》einerLanzehoch《》einesCanonen-Schussesweit<
(zit.n.P344)のような場合，「槍一本という範囲・程度で高い」「一射程と
いう範囲・程度で距っている」ないしは「祐一本という瓶開・程度の商さであ
る」「一射程という施囲・程度の距離である」という考え方ができないであろ
うか。
Beispiele:
(1)gereutesdiCheinesHaareSbreit,sohabeichmeineMiihe(SChwab:
DerarmeHeinrich)
(2)dasFeuerflogdreierbrennendenRiesensPiellelangvorihmher
(SChwab:DergehiirnteSiegfried)
|~T薊詞雨~三蔦 ！
二格は印欧語時代から，さまざまな副詞規定として広く用いられ，あたかも
二格語尾》s《が，副詞造語の道具であると思われるまでに至っている。
vgl.keineswegs,nachts,anfangs,
keinesfalls,vergebens,unversehens
§1場所の副詞的二格
(a)ゴート語では，一般的に或いは漠然と想定された目標地点を表わす場
合
>mannasumsgaggida.landiS<(=einMannzogferneineinLand)・■
のように二格が用いられ，古高ドイツ語でも同じ用法が行なわれた。(W542)
従って助,l,dの目的語となる「目的の二格」に見られたと同じ性格がここでも窺
われる。
(b)更に二格は，古高ドイツ譜では，四格と同様
>theswageSgrsiewista<(=erleitetesieiiberdieFlut)のように
行為の及ぶ範囲(dasGebiet,UberdasdieHandlungsichausdehnt)
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を示すことがあったが,(a)(b)両用法は新商ドイツ語では行なわれていな
い。(W542)
(c)しかし》JesWegeS,dggerkomensol,solerwiderkeren<
(Luther,zit.n.Bh588)
におけるdesWegPsのような「蹄まるべき道」(derzuriickzulegende
weg)を示す二格は，
>gangthinessintheS<(=gehdeinesWeges)(zit.n.B576)
のように古くから見られ，今日でも行なわれているものである。これも「目的
の二格」から誘導されたものであろうとBehaghel(588)は詞.う。
Beigpiele
(1)zuauirrstamoffnenHeerwegstehts,einwirtlichDachfiiralle
Wandrer,diedesWegggfahren(Schiller:W・Tell)
(2)damitgingderEdelmanngeinerWegg(Schwab:Dergeh6rnteSieg-
fried)
(3)IchzieheriistigmeinerStraGen2/EsgiebtmirNiemanddasGeleit
(Uhland:AbreiSe)
(4)UndabernaChfiinfhundertJahren/KamichdesselbigenWegs
gefahren(Riickert:Chidher)
(d)四格も連動の行なわれる道'7)を表わすが,Heyseは，場所の副詞規
定として用いられる二格と四椎の相違について，二格はWoher-Kasusとし
ての原磯から，四格が巡勤の及ぶ道の全延長を表わすのに反して，本来は巡動・
行為の空間的出発点，示された方向における運動の珊始を表わすと述べた
(402）あとで,>GehdeinenWeg!《》GehdeineSWeges!《の扣違に関
するGrimmの次のような言葉を引用している。(404)
「前者は，汝ノ道ヲ辿レ，イツマデモ，ソノ道ヲハズスナカレといい，後
考は単に，出カケヨ，出発セヨというのである。四格は網羅，二格は
開始を表わさねばならない。既に途上にあるものは》ichgehediesen
weg《としか言えまいが，正に或る道をとろうとするものは,>ich
gehediesesWegs《とさうのである｡」
この点についてはBIatz(410)も同じ見解を述べ，次のように注づきの例
を挙げている。
Gcnitiv (1)GehdeinesWegs!(=BeginnedeinenWeg!Mach'
dichaufdenWeg!)
52
(2)MitderHandnurwinkt'ermirschweigendmeines
WegsZugehen.
申
Akkusativ:(1)GehdeinenWeg!(=Setzedenbereitsbegonnenen
wegfort!)
(2)FahredeineStra"!(namlich:weiter)
(3)WirzOgenruhig哩望星_壁h型
(4)Fort1WandledeinefiirchterlicheStraIJel(=setze
siefOrt!)
(e)しかしBlatz(410)が，次のような表現も行なわれていることについ
て注猷を喚起しているように，二格と四格のこの区別は今日厳'j:されている訳
ではない。
derSchwabegingSeinesWegesSchrittvorSchritt(Uhl.）
ニ=ersetZteihnfort
(f)古高ドイツ語以降，二格は》w◎？《という問いに答える場所規定刺と
しても用いられるようになった。これは,Behaghel(588-589)によれば，
女性三格と結合していた前置詞が脱落して生じた形(z.B･zUrechterHand
－→rechterHand)を女性二格と見誤って，男性・中性名詞も模倣したた
め，たとえば本来》anallenOrten《であるべきものが》allerOrten《に
なったのであるという。
Brugmann(576)は，この用法を，域格としての二格の特性から，次の例
のように解釈しているが，より説得力に富んだ見方であると思う。
ahd:(thiuredina)breititsihhartogeis辿塗herOwortO=breitet
sichaUSimBereichgeistlicherWorte
ahd:inlendeS==imBereichderHeimat,desVaterlands
なお，この諏の用法における名洞の複数二格形が,derDingen,Orten,
Wegenのように末尾に》、《を持つのは，弱変化名i側とのアナロギーに由る
ものである。(Bll.B.296)
Bei8piele:
(1)allerOrtentatensichBachleinhervor(Tieck:DieEIfen)
(2)anderelLOrtenmuBmandasBedeutendeaufsuchen(Goethe:Itali･
enreise)
§2時の副的二格
（孔）副詞的用法の二格は》wann？《という問いに答えて,>einesMor-
gensstandermitderMorgenr6teauf<(Nietzsche:Zarathustra)の
ように，ある行為・事態が起きる時点(Zeitpunkt)を表わす。Heyse(404)
弱はこのことを，二格は今旧四格と区別されずに用いられているが，本来は
KasusdesAusgangspunktes(すなわちWOher-Kasus)としての原義か
ら，ある迎動や活動の出発点，一切の付随的規定を伴わないものとしての純粋
な時点Pi制なるwannを表わすと述べている。
Beispiele
（1） einesAbendS,alswirbeimEssensalkn,gingsievoriiber
(Eich:DasJahrLazertis)
(2)einesMittagSbrachdaeinGet6selos(Brecht:DasVerh6r
desLUkulluS)
(3)einesMorgenSsteheichaufundbinmirkiardarUber,daBich
keineEidechsemehrsehenmiichte(EiCh:op・cit.）
(4)ihrVaterpflanzteihndesMorgens,alssiegegenAbendge･
borenwurde(Goethe:Werther)
(5)ichh6rteeseines_NachtS(Eich:oP・cit.)
(6)einesTagggwarnamlichderjungeFiirstH・insInstitutein･
getreten(Musil:T6rless)
(7)und(ich)kehrtenochselbigenTageSindasheimischeFrank･
furtzurnck(T.Mann:FelixKrull)
(8)erbatGottumeinZeichen,/....../DaBerdiemagunterschei･
den,/DiedesandernTagSerbleichen/Todessollenvonden
Feinden,/Sch6nenMart'rerkranzerreichen(F.Schiegel:Roland)
(9)einKnecht,einKnabe,manchmalderPatronselbsteilendes
TagSsoalsmijglichnachderStadt(Goethe:Italienreise)
(10)wiemanesneu聖ｴｰ ZeitJosephn.undPiusW.zuEhren
veranstaltet("')
(b)所で，時の規定綱としての副i洞的二格が，たとえば》Abends《》des
Abends《のように無冠milか，または定冠詞を伴い，かつAbendに対する
Tagのような対立概念との対比において用いられる場合，本来は個々特定の
Abendを指すにすぎなかったものが,jedenAbendのような禰属的意味を
持つようになり，特にこれは無冠詞形において著しい。
a.Donnerstagabendsversammelnsichgew6hnlichmeineFreunde
(vgl.DOnnerstagabendwerdeichniChtkommen)(Zit.n.Wd
120)
b・sietreffensichPQUnerStagS(d.h.jedenDonnerstag)(zit.n.
W544)
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c・diePostkommtFreitaggan(d.h.anjedemFreitage)(zit.n.H404)
そして，この形式を持つ時の副洞的二格は，中高ドイツ語および初期新高ドイ
ツ語では，未だ個別的意味を併有していたが，今日では大体種属的意味を持つ
のが普通となっているようである。(Bh593;W544)
Beispiele:
(1)esbestehtdarin,dallwirdesAbendsunserealtenBerufe
spielen(Dtirrenmatt:DiePanne)
(2)ichhattedesNachtsimmerimWaldegeschlafen(Tieck:Eck-
bert)
(3)ichergehemichSgm巫旦垂dort,gernimGetriipp(T・Mann:
Buddenbrooks)
(c)更に時の副1制的二格は，目標に至るまでの全延長を原義とする四格と
同様，ある行為や1鱸の経過する期間(Zeitraum)を表わす。
これはBehaghel(593-594)によれば，全く非本来的なもので，理由の一
つとして，たとえばdasjahrhindurchの意のjaresは部分的二格であり，
その前にalを持ってaljaresであったのだが,alが省略されてこの形をと
ったのであるという。
Bcigpiel:
esist
Zur
unsererLebenSdau"wahrSCheinliChgeradereCht(Herder:Ideen
PhilosophiederGeschichtederMenschheit)
(d)いずれにしても，時の副詞的二緒は，時点も期間も表わし，四格との
相違はもはや意識されることなく用いられる。このことは,Paul(375)の挙
げている次の諸例にてらしても明らかである。
(1)desTaggiiber(Goethe)
(2)WinterSiiber(Anzengruber)
(2)ichbinmeistMittagoder坐堅坐auswarts(Goethe)
(4)daBindernachstenWochedieOperdenDonnerstagistundSonn.
ab塑坐einneueSCotzebUiSCheSStiiCk(")
(5)MontagwirdBenjowskysein,MittwochdertaubeApotheker,waser
DOnnerStagszumSchlussegiebt,wei8ichnochnicht("')
§3方法の副詞的二格
>derRuhmistnichtleichtenKaUfszuhaben<(zit.n.H404)
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上例文に見られるように，二格はしばしば具格的に，行為の方法を表わす副
耐規定として用いられる。
この種の二格の例として,Dalは,keinesfalls;meinesWissens,Da-
filrhaltens;kurzerHand;allenErnstes;schnellenSchrittes;eilen-
denLaufs;UnverrichteterDinge;auffallenderWeiseなどを挙げてい
るが，これらの中には，迎勤や休止を表わす動詞に伴う述語的用法の二格と見
なしうるものもあると述べ（38)，また述語規定的二格の例としてはleichten
Herzensdavongehen;guterLauneherumgehen;leisenTrittesvor-
ubergehen,他の動詞に伴う例として,stehendenFuBesantwortenを挙げ
ている。(35)Dalのみならず,Wunderlich(224-225),Paul(377),Wil-
manns(741)も，副詞規定と述語的付加語(PradikativesAttribut)との
間に判然たる境界のつけ難いこと'8》に触れ，特にPaulは，普通，方法の副
詞的二格とされる極めて多数の表現を，述語的付加語と見なしている。
(322-324）
それゆえ方法の副詞的二格の根本概念を理解するには，述語的二格に準ずる
述彊的付加語としての二格を，副詞的二格とも解釈しうる，あるいは転用しう
る場合が多い，という見地に立てば極めて好都合である。
PradikativerGenitiv
(1)Ichm6chtewohlnureinmal
noch/RechtfrohenMutheSsein
(Uhl.:LiedeinesArmen)
(2)manwarallgemeind壁_皿旦i二
nungqdaBeinBlitzgeziindet
habenmiisse(Eichendorff:Ahn.
u.Ggwt.）
(siewarengjiiCkliCh)
(siewarohnmachtig)
’GenitivalspradikativesAttribut
(1)festenMutswieeinEroberer
willichindaSGebietderKunSt
vorriicken(Tieck:Sternbald)
(2)dieOffentlichkeitlebtvielfach
derMeinung;daisteineHeide･
landschaftodereinSonnenunter・
gang(Benn:ProblemederLyrik}
(siekamengliicklichan)
(siefielohnmaChtighin) ’
上に掲げた述語的付加語としての用例の下線部は，いずれも動訓よりは主語に
関わるものであり，「不動の勇気を持つものとして」「意見をいだくものとし
て」「幸福な人達として」「気を失った人として」と和訳しうるものである。
ただしBehaghel(602-603)が,>wennmanseineRossestraffen
Zugelsfiihrt《における副洞的二格のように，遮勤の動詞に伴い，どのよう
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な方法で主語がその通勤を行なうかを按述する二格は，場所を表わす副詞的二
格の影癬によって生まれたものであろうと述べ,Delbruck(593)が，通勤の
動詞と共に用いられる》weg《や》Fahrt《の副刺的二格にならって，su・
licherodato(aufsolcheWeise)f>sinesthankes(freiwillig)のよう
な方法の副詞的二格が生まれたのだと述べていることも，ここに付け加えてお
かねばならないであろう。
Beispiele:
(1)erhegteallenErnSESdenWunschunddieHoffnung(G.Haupt-
mann:Thiel)
(2)ohnezuwissen,waserdavonhaltensollte,schauteeryOllerGe･
dankenindenfinsternHofhinunter(Eichendorff:AhnungundGe.
genwart)
(3)laBtunshohenMUtestrinken!(Uhland:GesangderJiinglinge)
(4)daBsiewiihrendeineSSolchenVorgangsgerdtetenAngeSichtSden
SalonihrerMutterverlassen(T.Mann:Dr.Faustus)
(5)sieeilen,gr麺liEhenGesichtS(Lehmann:DeutscheZeitl947)
(6)erhobenenHaupteSLsodaB….derAdamsapfelstarkundnackther･
vortat(T.Mann:TodinVenedig)
(7)DerSch6pfersenktsichSachtenFluggg/ZumMenschen(C.F.
Meyer:DieJungfrau)
(8)Thiel….bewegtesich"genundschliirfendenGangeSdiberden
schmalenSandpfad(Hauptmann:Thiel)
(9)daBerihrvielmehrlangsamenSchrittsundmiteinerArtinnern
Genussesentgegengeht(Klinger:GeschichteeinesTeutschen)
(10)zitterndenSchrittStratsienocheinmal・indasSchlafgemachihrer
Muhme(Hebbel:Riuberbraut)
(11)dannabervorwartstretendlagereinesSturzeginihrenArmen
(Stifter:Brigitta)
(12)meinesErachtens,←wiegesagt,zuRechtl9)(Frisch:Biedermann
undBrandStifter)
(13)Kant,meinesWissenSdererste,deriiberdiesesPhinomeneigends
zureflektierenangefangen,erinnert,daB….….．
(Schiller:UbernaiveundsentimentalischeDichtung)
'一万一
’可J
ﾄー
わり に’
小論で取り上げた用法の二格には，既に他の格に代わられ，または代わられ
つつあるものの多いことは先にも触れたが，その実状の細部には立ち入らな
57
い。目的語的二格や副詞的二格が，現代円常語で，どの程度行なわれている
かを知るための一つの試みとして，筆者は》DreizehnEuropaischeH6r-
spiele(AuswahlundNachwort:HIlnsj6rgSchmitthenner),Miinchen
l961《（サイズ205mm×135mm)所収の放送劇についてこれを検討したと
ころ，既に引用したため軍複する例も多いのであるが，次の結果を得た。（用
法の諏類だけを雛げ，使用回数は省略）
(1)In)DasVerhiirdesLukullus<vonBrecht(insgesamt27Seiten):
sichG.erinnern,entsinnen;G・denken,gedenken;jn.G.berauben;eines
Mittags
(2)In>DasJahrLazertis(vonEich(insgesamt34Seiten):
G・bediirfen;einesMorgens,Tages,Nachts,Abends;G・gewiBsein
(3)In)BesuchimPfarrhaus<vonl.Aichinger(insgesamtl8Seiten):
G.wertSein
(4)I恥》DerguteGottvonManhattan<vonl.Bachmann(insgesamt41
Seiten):jn．G.verdfichtigen
(5)In>DiePanne<vonDiirrenmatt(insgesamt32Seiten):
d=Abends;sichG･schamen;seinesAmteswalten
(6)In>HerrBiedermannunddieBrandstifter<VonFrisch(insgesamt
"Seiten):G・wiirdigSein;meinesErachteng
以上によって，日常語ではこの種の二桁が用いられることは極めて少く，倣
かに時の副詞的二格が目立つ程度に止っていることを窺うことができよう。
Brechtに古風な二格支配のerinnern,entsinnen,denkenが見られるのは，
LUkUllusの死が告げられる荘亜な雰囲気にふさわしい表現を求めての文体上
の技巧に由るものであろうか。
この種の二格は古風な感を与えるだけに，文体を商めるものとして，今日も
詩語に比較的多く現われるのであるが，二格は単に古めかしさばかりでなく，
ある甑の暖昧さという特色を持つため，とりとめなく，漂うような雰囲気を表
現の中に醸出し，それが読者の想像に委ねられるゆえに文学語にふさわしいの
だと見る人もある。(J57)
Thierfelder(27)が，力強く華脆な爵葉を得ようとするものは二格を用い
るであろうとし,Bauer(32)も，高貴な文学的筆法は二格支配の動詞を好み，
日常生活語は四格または前齪詞支配の動耐を好むと述べているのも興味深いこ
とである。
注
（1）我が国では，名詞的付加厩が被規定洞の意味上の主語または目的語となるとき
のSubjektsgenitiv(Genitivussubiectivus)およびObjektsgenitiv(Ge･
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nitivusobiectivus),たとえばdieAnkunftdesZuges,derZerst6rer
Korinthsにおける二格を，主語的二格および目的語的二格と呼び慣らしている
が，小論でこのように言うときは，例文に示したようなGenitivsubjekt(Sub-
jektiverGenitiv),Genitivobjekt(ObiektiverGenitiv)を指すものとする。
（2）共に形容詞的用法であることは，二格を形容詞で腿き換えることができること
からも分かる。
derJungefrohenMutes=derfrohmiitigeJunge
derJungeistfrohenMutes=derJungeistfrohmiitig
（3）「動詞seinは先史時代に従属格とも結合しえたという見解の人は,seinと共
に用いられる二格を，この時代の遺物と見るかもしれない。私はそれを，文の述
語成分に砥き換えられた名詞付加語的二格(AdnominalerGenitiv)と解した
い｡」(D13")「名詞に従属する二格と付加語的形容詞とは対応するので，二格
はまた述語形容詞と同じように用いられるようになった｡」(P319)
(4)vgl.Bh564,Bauer621,
Duden440,W537
(5)vgl．D21.W550－弱1
（6）二絡と被規定詞との同一性を示す「同一の二格」(Genitivderldentitiit)ま
たは「定装の二格」(GenitivderDefinition)と呼ばれる二格の場合，この関
係は逆転し，二格は菰(Art)を，被規定詞は属(Gattung)を表わす。
Z.B､:daSLaSterdeSTrunkeS,diePfliChtderDankbarkeitpder
TiteleinesGeheimrats
(7)W537.540;D1187.308;D21,23;B1389,3"
（8）『初期新高ドイツ語において，二絡形はしばしば四格とは違って，目的語が一
部分しか動詞の表わす行為を受けたり，それに捉われたりしないことを明示して
いる｡(部分的二格)TragtnurzudeskostbarenGuts!｣(E119)
なお，部分的目的語は．より詳細に述べらるべきであろうが，今日行なわれて
いないため，用例が見出されず，その根本慨念に触れるに止めた。
(9)Heinsiusは「二賂は．…．．どちらかと言えば一般的なものを示す暖昧な性狢を
持ち，四格は個々 の場合をより明硫に示す」と言っている。(zit.n.Bauer32)
(10）例文の分類は勿論絶対的なものではない。解釈の如何によっては他の動詞付加
語的二終に分類可能なものもあろう。括弧の中は著者と沓名または詩題である。
(11）印欧祖語における八つの格の一つであった奪格は，ゲルマン語には既に見られ
ず，印欧語の奪格が我わしたものは，二格と三格によって表わされるようになっ
た。(D1195)
二終は奪格の樋能を｡separativerG.とknqqgalErG、として引継いだので
あるが(B1390),この引継ぎが可能であったのは，奪格も二格も共にWoher-
K禽冨､､風だったからであり，従って「欠如・離隔の二格」の理解には，やはり二
格の本質からの照明が必要であろう。
(12)Blatz(4")はAhd.における二格目的語の用法について次のように述べて
即いる。「Ahd.においては，目的語的二櫓と結合した動詞の数は極めて多い．こ
れに属するのは，未完の行為，対象に部分的あるいは不完全にしか作用しない行
為，逮方から志向されるにすぎず，影響を残すような成就を見ない行為，あるい
は分離する行為という意味を含む動詞である｣。
(13)Bh568･B14m
(14）今日ドイツ語では行なわれなくなったが，スラブ語やフィンランド語では普通
の「否定文中の二格」は，欠如・離隔の二格の股も極端な場合と考えることがで
きる．「否定文中の二格」については,W5調．P350,D錘．Bh577-578.
D1341-342,B611-612およびHakulinen,L､:Handbuchderfinnischen
Sprache2.Band,Wiesbadenl%O;S.242u､243*Fromm-Sadeniemi:
FinnischesElementarbuchl・Band(Grammatik)Heidelbergl9";S.
117u.118に記述のあることを指摘するに止めておく。
(15）感投詞と共に川いられる二格は,Gemiitsbewegungを表わす動詞に支配さ
れるGen・derUrsacheと関巡があると言われ(WW2,Bh6W.D39.B611),
Blatz(413)もこれを》Ach,desschwerenGeschickesjammertmich.《の
ように，動詞概念を念頭においての省略に由るものと述べている。
(16)voll,satt,reich,habhaftなどは，対象に富み，対象を入手することを表わ
す形容詞であるにも拘らず，二格目的語を伴うのはなぜか。Brugmann(583.
607）によれば，動詞fiillenは，材料の或る部分を用いて，直接目的謡の表わす
対象を充たすという意味を持つから，その材料は二格で示される。そして形容詞
vollは，このfiillenに語孫を持つため,I司じく二格を要求するのであるとい
う。従ってsatt,reich,habhaftもvollと同織，部分的二格の補足を受ける
のであり，それら二格のネガティーフな面を表わすものが》Gen.desVerfeh･
lens《であると見ることもできる。
(ahd.)nifullitersihwines
=erwirdsichnichtmitWeinanf剛】en
(zit.n.B584)
(nhd.)diespaterenSprachenhabendesKlanges
wohl，dochauchdesSilbenmaCes？
(zit.n.P348)
G.vollsein
G,habhaftsein
(17)>derWeg,aufdemsichdieBewegungvollzieht((Bh7");>die
zuriiCkgelegteStreckedeSWegS<(D18)
(18)Paul(322,376)はtrOCknenFuIIeSを，副詞的二格の例としても，述語的
付加語の例としても挙げている。
(19)WilmannS(548)は,nhd,のmeinesWissens,Daftirhaltens,Ermessens
の本来の意味は，主観的判断の範囲を示すにあると述べている。
